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東京駅丸の内駅舎保存・復原 完成記念イベント 

「TOKYO STATION VISION -トウキョウステーションビジョン-」の開催について 

 株式会社 NHK エンタープライズ(略称：NEP)が企画・制作を行う最新鋭の映像スペクタクルショー「TOKYO 
STATION VISION -トウキョウステーションビジョン-」が、2012年9月22日(土)、23日(日)に東京駅丸の内駅
舎前広場にて東日本旅客鉄道株式会社の主催により実施されます。 大正時代創建当時の姿に生まれ変わったルネサ
ンス様式煉瓦作りの駅舎をスクリーンに、最先端の技術＜プロジェクションマッピング＞を用いて「時空を超えた旅」
をテーマにした高精細映像を投影。東京駅や鉄道の歴史と未来をめぐる感動的な光景を多くの方々と共有する場を創
出します。幅120m×高さ30mに及ぶ今回のイベントは、国内史上最大規模の事例で、首都東京の中心地にある重
要文化財を対象とする大変貴重な機会となります。多岐にわたる映像事業の経験やノウハウを活かしたNEPならで
はの大型プロジェクションマッピングを是非この機会にお楽しみください。 
 

※ 「現存する建造物について、後世の修理で改造された部分を原型に戻す」の意で、JR東日本は「復原」を用いています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          ※投影イメージ（画像は開発中につき変更される場合があります） 

１.実施概要 
○ 名 称：TOKYO STATION VISION (トウキョウステーションビジョン) 
○ 内 容：大型プロジェクションマッピング（超高輝度プロジェクター46台使用） 
○ 上映時間：10分 
○ 日 時：2012年9月22日(土)・23日(日) ［20:00/20:20/20:40］ (予定) 
○ 場 所：東京駅 丸の内駅舎前広場 (東京都千代田区丸の内1-9-1) 
○ 入 場 料：無料   
○ ホームページ：http://www.nhk-ep.co.jp/vision/ 
○ 主 催：東日本旅客鉄道株式会社 
○ 制 作：株式会社 NHKエンタープライズ 
 
※ 小雨決行・荒天中止 
※ リハーサルを実施する9月21日(金)にプレス向けの報道公開を予定しております。また、9月22日(土)  
  についてもご取材いただくことが可能です。ご希望の場合は別紙にてお申し込みいただければ幸いです。 

 



２.会場案内 
  東京駅 丸の内駅舎前広場 

 
 

〔観覧をされる方へのご案内〕  お問合せ： 0180-991098 (テレドーム)  
・悪天候の場合は予告なく実施時間の変更、または中止になる場合があります。 
・ご来場の際は東京駅丸の内北口・南口をご利用ください。(丸の内中央口は19：30以降閉鎖となります) 
・会場付近は大変混雑が予想されますので、係員の指示に従ってください。 
・混雑時には入場規制、入れ替えなどを行う場合があります。 
・天候、混雑状況などによりご覧になれない場合があります。 
・会場内に駐車場はございませんので、ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。 
・会場内は映像上映の都合上、暗くなっていますのでお足もとには充分お気を付けください。 
・当催事中における来場者の傷病、盗難、紛失などのトラブルについては、一切の責任は負いかねますのでご了承ください。  

 
 
３.東京駅丸の内駅舎保存・復原工事とは 

 

 1914年に創建された東京駅丸の内駅舎は、戦災時
に屋根や外壁が消失し、長らく原型の姿を失っていま
した。JR東日本は、2007 年 5 月に工事着手して以
来、駅の機能を維持しつつ、お客さまの安全を確保し
ながら保存・復原を行ってきました。完成後の駅舎は
2012 年10月よりグランドオープンし、快適性を併
せ持つ歴史的建造物としてホテルやステーションギャ
ラリーのかたちで利用されながら、首都東京の風格あ
る都市空間の形成に貢献します。   

 
 
 
 
 
 

東京駅開業式の様子(1914年12月18日) 

完成が近づく丸の内駅舎前広場の様子(2012年8月現在) 観覧エリア図 

観覧エリア入口 



４.プロジェクションマッピングとは 
  建物などの立体物に映像を投影することで特殊な視覚効果を生む＜プロジェクションマッピング＞は、
欧米を中心に広告やアートシーン、空間演出等で広く活用されている注目の映像表現技術です。先頃のロ
ンドンオリンピック開会式でも多用され、大変話題となりました。あらゆるものがスクリーンとなり、い
つもの見慣れた風景や街を映像メディアへと一変させるその技法は、幅広い世代が感動を共有できる新し
いエンターテインメントとして、様々な可能性を秘めています。 
 NHK エンタープライズは、プロジェクションマッピングの可能性にいち早く注目し、2011 年より技
術開発とプロジェクトを実施し、他社にない総合的なノウハウを蓄積して参りました。プロジェクターの
光量や周辺環境との交渉など、室内に比べて極めて実施のハードルが高い屋外イベントでの事例を、大学
との連携や放送との連動など、弊社ネットワークを活かして実現。国内最大規模級の屋外プロジェクショ
ンマッピング事例に挑戦しつづけています。 
 
＜弊社実績＞ 
 
 [SEIKEI PROJECTION MAPPING] 

☆ 創立100周年イベントの一環として成蹊学園学園祭で実施 
☆ 成蹊学園本館（幅70m×高さ20m）へ5台の超高輝度プロジェクターで100周年を記念したオムニバス映像を投影。 
 日時：2011年11月19日(土)20日(日) 18:30~20:00    
 場所：東京都・武蔵野市 成蹊学園 本館   上映時間:10分30秒(上映×各3回) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［東京スカイツリー プロジェクションマッピング］ 
     ☆ スカイツリー開業直前の特集番組にて放送用企画として実施。 
     ☆「江戸、東京、そして未来へ」をテーマに東京スカイツリー イーストタワー（幅45m×高さ90m）のガラス面へ投影。 
 日時：2012年5月12日(土) 20:00~20:45   
 場所：東京都・墨田区 東京スカイツリータウン ソラマチ  上映時間:8分30秒(上映×1回) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コマーシャルフォト2012年２月号 特集 

Signs&Displays 2012年６月号 表紙 



５.投影内容について 
 夜のとばりが下りる頃、真っ暗な駅舎に少しずつ明かりが灯り、行き交う人々の息づかいと汽笛の音が
聞こえてくる。蒸気と共に登場する SL、徐々に組み上がる建物、和風のモチーフで彩るモダンなレリー
フ、そして華やかな未来を予感させる花火……。幅120メートル×高さ30メートルに及ぶ巨大な映像ス
ケールで、駅・鉄道・人・街を巡る「時空を超えた旅」が始まる。日本を代表する気鋭の映像作家と音楽
家がコラボレーション。ルネサンス様式の煉瓦造りの駅舎を躍動させ、再生した東京駅を舞台にした幻想
的な光景へと誘います。 
 
[映像作家] 西郡勲 (SMALT)／長添雅嗣 (N•E•W)／TAKCOM (P.I.C.S.)／志賀匠 (caviar)／針生悠伺 (P.I.C.S.)  
[音楽監督] 岩崎太整 (カットアップ)  
[総合演出] 森内大輔 (ＮHKエンタープライズ) 
 
※本イベントは、以下の方々にご協力いただいております。 
 エス・シー・アライアンス／P.I.C.S.／オルタナティブ・プランニング・サポート／フルスコア／システムラサ         
 ラディックス／ジーベックス／aircord／IMAGICA 
 

資料内容に関するお問い合わせ先＞ 

（株）NHKエンタープライズ 計画・広報 / 担当：市川 (T) 03-3481-7819 

報道公開に関するお問い合わせ先＞ 

 TOKYO STATION VISION (トウキョウステーションビジョン) 広報事務局 

（株）Sente Communications 内 担当：梶浦 (T) 03-5452-2717 

蒸気と共に登場するSL 
      

 Suicaやつり革など鉄道シーンを舞台に手がリズミカルに躍る 
      

電車の車内を通り抜けると…？

 

      

和のイメージを駅舎のシンボルー鳳凰が飛び交う

！！ 
      

※投影イメージ（画像は開発中につき変更される場合があります）

 

      


